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新年明けましておめでとうございます。 
皆さまにおかれましては，健やかに希望に満ちた新しい年をお迎えのこととお喜び

申し上げます。日頃より、鹿児島陸上競技協会の事業に多大なるご尽力とご理解を賜

り心から御礼申し上げます。 
2023 年は、3 月に「ワールド・ベースボール・クラシック（ＷＢＣ）」において日

本代表「侍ジャパン」が 3 大会ぶり 3 度目の優勝を飾り日本中が沸きかえりました。

そして、5 月には新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が、季節性インフル

エンザと同じ「5 類」に引き下げられたのをきっかけに、経済活動が大きく息を吹き

返した年になりました。 
そのような中、10 月に鹿児島では、かごしま国体及びかごしま大会が開催され、鹿

児島のスポーツ界においては、記憶にも記録にも残る記念すべき一年となりました。

大会では、鹿児島県陸上選手団は天皇杯 8 位、皇后杯 7 位という立派な成績を収め、

これまでの、多くの関係者の努力が結実し素晴らしい大会となりました。また、かご

しま国体において、秩父宮章を鹿児島県陸上関係者として松下安喜男氏、飯干明氏が

ご受章されたのは、当協会にとり大きな慶事でございました。 
昨年の記録面におきましては、先述の国体のみならず各種大会において、男女合計

で、県新記録 4 種目、高校新記録 11 種目、中学新記録 4 種目の新記録が誕生致しま

した。また、12 月に、第 35 回全国高校女子駅伝にて神村学園が 5 年ぶり 2 度目の優

勝を飾り、県内に喜びが溢れた事は記憶に新しいところです。選手本人の努力はもと

より、関係各位のご尽力に深く敬意を表します。 
長年の課題であり、目標であったかごしま国体・かごしま大会が終了しました。こ

れまで多くの関係各位より賜りましたご指導・ご尽力に深甚なる感謝を申し上げます

とともに、今後、当協会はこの濃密な経験を活かし、新たな一歩を踏み出すべく精進

致してまいります。 
結びに、2024 年が鹿児島県の陸上競技界にとりまして素晴らしい年になりますよ

う祈念申し上げますとともに、協会の発展・充実に一層のお力添えを賜りますようお

願い申し上げまして，年頭にあたりましてのごあいさつといたします。 


